



















































































xc＝xc（wf, wm, pc ; ρ, γ） ⑷
tf＝tf（wf, wm, pc ; ρ, γ） ⑸
tm＝0 ⑹
xz＝xz（wf, wm, pc ; ρ, γ） ⑺
　さらに、⑷式、⑸式と⑹式を⑵式に代入することにより、子どもの需要関数が求められる。

























































｛1－ ρ1－ρ（ wfpc ）
γ
γ－1




















｛1－ ρ1－ρ（ wfpc ）
γ
γ－1
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